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平成２９年度基礎学力調査の結果

１ 調査の目的

児童生徒の基礎的・基本的な知識・技能や活用力の定着状況，及び学習・生活状況

について把握・分析し，学校における児童生徒への教育指導の改善を図る。併せて，

教員の指導状況等を把握し，指導改善に役立てる。

２ 調査の対象等

（１）児童生徒に対する調査

○ 教科に関する調査

全公立小・中学校における次の学年の全児童生徒を対象に調査した。

ただし，調査の集計・分析については，各学校対象学年から無作為に１学級ず

つを抽出して行った。

区 分 小学校第４学年 小学校第６学年 中学校第３学年

実 施 校 数 ２０８校 ２０８校 ８５校

実施児童生徒数 ９，７８９人 ９，３８２人 ９，５０９人

対 象 教 科 国語・算数 社会・理科 社会・理科・英語

調査問題の範囲
小学校３年生まで 小学校５年生まで 中学校２年生まで
に学習した内容 に学習した内容 に学習した内容

○ 質問紙調査

教科に関する調査における集計・分析の抽出学級（各学校対象学年１学級）の

児童生徒を対象に調査した。

区 分 小学校第４学年 小学校第６学年 中学校第３学年

実施児童生徒数 ４,５５０人 ４,９８１人 ２,５４０人

調 査 の 内 容
学習に対する意識や家庭学習，生活習慣などの状況等に関
する内容



（２）教員に対する調査

○ 質問紙調査

抽出した小・中学校における教員を対象に調査した。

区 分 小学校 中学校

実 施 校 数 ７０校 ３４校

実 施 教 員 数 １,０９３人 ７４３人

調 査 の 内 容 授業における指導状況等に関する内容

３ 調査の日時

平成２９年４月１７日（月）

区 分 時限 小学校第４学年 小学校第６学年 中学校第３学年

１限 国語（４０分） 社会（４０分） 社会（４５分）
教科に関する調査

２限 算数（４０分） 理科（４０分） 理科（４５分）

３限 英語（４５分）

質 問 紙 調 査 提出日までに，各学校の状況に応じて実施

４ 調査結果の概要

（１）教科に関する調査結果

小学校第４学年 小学校第６学年 中学校第３学年

項 目

国語 算数 社会 理科 社会 理科 英語

平均正答数（問）
１９．５ １７．０ ２１．０ １５．４ ２１．４ １４．８ １８．６

／２７ ／２３ ／３０ ／２６ ／３３ ／３０ ／３１

平均正答率（％） ７２．３ ７３．８ ６９．９ ５９．１ ６４．７ ４９．２ ５９．９

前年度比 +11.2 +9.5 -3.3 +0.7 +0.4 +2.1 +3.7



(２) 質問紙調査結果（抜粋）

　　《小学校第４学年》

自尊意識・規範意識等に関すること

学習に関する感心・意欲・態度

○

　　《小中学校教員》

教科等に関する指導

○

○自分には，よいところがある

児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている

自分で計画を立てて勉強している
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※(H28)  36.7, 35.9, 21.6, 5.7, 0.1

※(H28)  43.5 ,  36.0,  12.2,   7.4,  0.8

※(H28) 小 37.7, 57.0 , 2.1, 0.1, 3.1, 0.0          中 30.2, 58.8, 6.5, 0.3, 4.1, 0.1


